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第66号のメニュー

【ごあいさつ】

【国際交流基金日本語教師上級研修について】

【おわりに】
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

皆さん、こんにちは。モライス、アレシャンドレと申します。現在日本語教師をしながら、漢字教育について研究しています。この度、メルマガを書かせていただくことになりました。どうぞ宜しくお願いします。

まず、国際交流基金の日本語教育関係プログラムに関して、緊急のお知らせがあります。

日本語教師研修、専門日本語研修、教材制作支援・寄贈などのプログラムの申請締め切りが迫っています！基金のサンパウロ日本文化センターでは、申請書類の受付が11月8日まで（必着）となっています。公募プログラムガイドラインを参照したい方は、以下のウエブサイト（http://www.fjsp.org.br/programas/guidelines_e.pdf）に接続してください。このチャンスをお見逃しなく！

さて、今日のメルマガでは、国際交流基金が実施している日本語教師上級研修について紹介したいと思います。
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この研修プログラムは2004年に発足し、今年は3年目を迎えました。
これは、指導的な日本語教師養成というカテゴリーに属する研修です。

基金の公募プログラムガイドラインでは、この研修の目的は以下のように提示されています。

「日本語教師としてより一層高度な専門的知識や技能を求める者で、かつ日本語教育の実践において実現したい日本語教材制作、教授法、カリキュラムの開発等の課題や解決したい問題点を具体的に有する者を対象に、２か月の研修を通して自立的な問題解決能力の育成を目的とします。」

上級研修では、他の研修（長期研修、短期研修、在外邦人研修など）と違って、日本語の母語話者と非母語話者が共に研修に参加できます。

私は、今年の6月と7月にこの上級研修プログラムに参加させていただきました。そこにはブラジルの他に、スペイン、タイ、ロシア、スイス、マレーシア、ベトナム、インドと中国からの教師が参加しており、そのうちの3人が在外邦人教師でした。

また、この研修では、それぞれの研修員が自分のプロジェクトを主導的に進めます。1週間に1回か2回の個別面談が行われ、そこでプロジェクトの進捗状況を報告したり、指導教官からアドバイスをいただいたりします。研修の対象となるプロジェクトには、シラバス・教材の作成、レポート（実践研究、調査研究）の作成などが挙げられます。

今年の研修では、3つの大きな目標が設定されました。

1.プロジェクト遂行を通して専門性を向上する。

2.指導層としての意識と能力を高める。

3.発信力を高める

（以下説明）

1.プロジェクト遂行を通して専門性を向上する。

自分のプロジェクトの実現に向けて、研修員がグループで多くの活動（協働学習）を行います。論文を読んで議論したり、講義を聞いたり、授業のデモンストレーションや教材の分析および設計などをしたりします。作業スケジュールと企画書作成のやりかたも学びます。

これらの活動を通じて、研修員が得た知識や手法を生かして自分のプロジェクトを進めます。

2.指導層としての意識と能力を高める。

それぞれの研修員が自国の日本語教育事情についてレポートなどを作成し、他の研修員と基金の講師に発表します。この活動を通じて、自国と他国の日本語教育現状に対する意識が高まります。

さらに、日本語教育の最新動向を理解するために、第2言語習得モデルや教授法、教授設計論などに関する論文を読んで議論を行います。

3.発信力を高める

研修期間中、それぞれの研修員は口頭発表を何度も行います。最終の報告会では、他の研修プログラムに在籍している研修員と基金の講師に、自分のプロジェクトの概要、研修期間中の結果と研修後の目標と日程を発表します。

さらに、上級研修には来日前と帰国後の課題があります。事前課題として、自国の日本語教育のレポートと自分のプロジェクトの説明資料や企画書の作成が求められます。帰国後の課題として、研修後の進捗状況と結果を2度報告しなければなりません。

今回の研修で、教材制作のカテゴリーは、初中級の会話教材や中上級の文法ハンドブック（参考書）、日本語文法解説書及び基本語彙集などのプロジェクトがありました。さらに、レポートのカテゴリーでは、敬語の誤用分析や中上級の協働学習、漢字に関する言語能力の査定基準、そして学習者中心の日本語教育実践のプロジェクトがありました。

私のプロジェクトは、漢字のコンピューター教材の作成についてでした。インターネットで漢字の練習と学習方法が学べるウエブサイトの公開を目指して、練習モデルの選定と流れ、また対象となる漢字データなどをまとめました。現在、プログラミングの専門家と一緒に練習の一部を試作し、評価方法を検討しています。このプロジェクトは来年の８月に完成する予定です。

短い期間でこれらの活動を行ったため、大変忙しい研修でした。

しかしながら、研修の内容が濃かったので、とても充実しました。

さらに、国際交流基金のプログラムを通じて、世界中の日本語教師との交流ができました。正に異文化コミュニケーションと相互理解の貴重な体験でした。

上級研修の申請資格，またその他の詳しい情報については、基金の公募プログラムガイドラインを参照してください。

（http://www.fjsp.org.br/programas/guidelines_e.pdf）

具体的な課題やプロジェクトを持っている方、ぜひこの研修プログラムに挑んでください。

以上、上級研修についての概略でした。

アレシャンドレ
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2007年にまたブラジル・カラオケ日本語学習キャラバンが行われます！今回は７つの都市で地方大会を行います。　実施日は以下の通りです。（ポルトアレグレ→1月28日、リオデジャネイロ→2月3日、

レシフェ→2月3日、マナウス→2月10日、ブラジリア→2月11日、サンパウロ→2月24日、クリチバ：2月25日）。

キャラバンの内容は、「日本の若者の歌（DVDコンサート）」、「歌を使った日本語授業のデモンストレーション」と「日本語カラオケコンテスト」からなっています。全伯大会の実施日は3月11日です。日本の若者文化と接するチャンスとなります。皆さんのご出席をお待ちしております。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室

日本語文・ポルトガル語文　モライス、アレシャンドレ

日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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